
情報化に
対応した整備の
ための手引き学校

アップデート
堀田龍也 / 為田裕行 / 稲垣 忠  

佐藤靖泰 / 安藤明伸

UPDATEUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA EUPDADAD TATA E



2

◉ はじめに

　2020 年 2 月 27 日。安倍晋三内閣総理大臣は、全国すべての小学校、中
学校、高等学校、特別支援学校等の臨時休業を要請しました。1 月後半か
らの新型コロナウィルス感染症の大流行という非常事態を迎えたことへの
対応でした。文部科学省の職員ですら、テレビ放送を見て驚いたそうです。
そのぐらい「想定外の」出来事でした。
　学校の臨時休業を実施するかどうかの意思決定は、あくまで学校の設置
者である自治体に依るものですが、総理大臣からのこのような強い要請は
近年に前例が存在しないため、自治体の首長も教育委員会も意思決定に時
間がかかってしまいました。その結果、校長会等を通して学校現場に方針
が降りてくるまでにはさらに時間がかかり、翌日の対応方針が前日の夕方
遅くに学校に届くということが繰り返されました。
　このまえがきを書いている 2020 年 4 月初旬には、緊急事態宣言も発出
され、事態はさらに深刻化し、先生方の疲弊が心配な日々が続いています。

　要請後の休業期間中には、ICT 環境整備による格差が見られました。
　子どもたちが一人 1 台の情報端末を持ち、日頃から調べ学習、レポート
提出などツールを活用した学習活動を経験し、個別最適化のドリルなどの
教材を活用したオンライン学習や、遠隔授業などの体験をしてきた学校で
は、遠隔で朝の会をやり、NHK for School の映像を見て意見を共有するな
ど、教育の質をさほど落とさずに過ごしていました。
　一方、ICT 環境が整っていないために、先生方がプリントを多数印刷し、
感染を恐れながら家庭を回って配布し、それでも丸付けを頼まれる保護者
が不満を持ってしまうような学校も多くありました。
　新型コロナウィルスの流行と、それに伴う学校の休業によって、私た
ちには「そもそも学校とは何なのか」ということが突きつけられました。
SNS では、さまざまなオンライン教材等がリンクされました。それとて、



3

家庭に ICT があり、それなりに高速で大容量のネット回線が確保できる子
どもだけがアクセス可能です。さらなる問題は、アクセス可能なら学ぶの
かということです。在宅学習の長期化の中、自分の学びを自分で制御でき
る前向きな「学びに向かう力」が求められています。

　「GIGA スクール構想」などにより、いよいよ児童生徒一人 1 台の情報端
末と高速で大容量のネット回線が整備されることになります。巨額の補正
予算が国として準備されるため、各自治体は、全額のおおむね 2 割程度の
負担で整備ができることになります。おそらく 2020 年度は、学校の ICT
環境が飛躍的に整備される年となります。
　それでもなお、教育委員会はどのような情報端末を何台整備すればよい
のか、各学校はそれをどのように運用すればよいのか、各教員はそれらを
使ってどんな授業をすればよいのか、そして子どもたちにどんな資質・能
力を身に付けさせなければならないのかなど、まだまだ不安が大きいこと
でしょう。

　でも、ご心配なく。すでに取り組み始めている先進校があります。これ
まで長く導入に関わってきた人たちもいます。この分野で長年、実践研究
に取り組んできた研究者もいます。
　この書籍は、そういうメンバーによって執筆されました。この書籍で、
GIGA スクール時代の「はじめの一歩」に踏み出してもらえるはずです。

　末筆ながら、出版をお許しいただいた株式会社さくら社に心より感謝申
し上げます。

　　　執筆者を代表して　
　　　　　　　東北大学大学院情報科学研究科・教授　　堀田龍也
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❖「アップデート」とは
　「アップデート」という用語は、今では日頃からよく聞く用語でしょう。
この用語の意味から確認していきましょう。
　アップデートとは、英語では update と書きます。日本語では「更新する、
改訂する、最新のものにする」のような意味です。
　この用語をよく聞くようになったのは、スマートフォンの普及と関係が
あります。スマートフォンにはいくつかのアプリをインストールしている
ことでしょう。これらのアプリに対して、「アップデートがあります」と
か「アップデートしたら新しい機能が増えた」というような言い方をしま
す。
　スマートフォンなど、いわゆるコンピュータに関する分野では、アップ
デートとはソフトウェアの更新を意味します。それまでのソフトウェアの
不具合の修正や、新たな機能の追加を目的としてアップデートされます。

❖アップデートの裏にある「アジャイル」の考え方

　読者のみなさんの多くはスマートフォンを利用しているでしょう。した
がって、アプリのアップデートの経験があるはずです。しかも、一度や二
度ではないでしょう。アプリのアップデートは、頻繁に行われています。
　自動でアップデートする設定にしている人は、あまり意識をしていない
かも知れませんが、この「頻繁にアップデートする」という考え方は、ソ
フトウェア業界では常識的なものです。これを「アジャイル」と言います。
　アジャイル（agile）とは、は「すばやい」「迅速な」という意味です。
ソフトウェア業界では、かつては詳細まで徹底的に検討し、盤石な設計を

❶「アップデート」って何だろう？

総論：ICT で学校をアップデートしよう
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し、何ヶ月もかけて大人数でソフトウェアを開発し、ようやくリリースに
至るという方法を採用していました。しかし、変化の速い今の時代には、
この方法は適していません。そこで、まずは基本的な機能だけを開発し
てリリースし、ユーザに使ってもらいながら使い勝手をフォードバックし
てもらい、急がれる不具合の修正や、追加機能を順次付け足していくとい
うことを繰り返す開発手法を採用するアジャイル開発が一般的になりまし
た。そのため、私たちはしばしばアプリのアップデートを体験することに
なっているのです。

　　

❖学校現場もアジャイルの考え方に学ぶ時代
　学校現場でも最近、「教育課程の不断の見直し」というような用語がよ
く聞かれることでしょう。もう少し一般社会の言い方にすると「PDCA サ
イクルを回す」などの言い方になります。そして、これがまさに、アジャ
イルでアップデートを繰り返し、次第に理想に近づけていくということで
す。学校現場だけでなく、流れの速い時代の共通の考え方です。
　学校は、未来を支える子どもたちを育てるところです。ですから、今の
社会より先を見た教育を行う必要があります。しかし、学校現場は多忙過
ぎて、今の業務をこなすことに躍起になりがちです。だからこそ、少しず
つの変化の連続で、よりよい学校にしていくという考え方が適しています。
　現状を把握し、できることをやってみて、短いサイクルでフィードバッ
クを得て、必要な関係者を巻き込みながら、段階的にゴールを目指す。こ
れが「学校アップデート」の考え方です。

開発期間

機能Ａ

機能Ｂ

機能Ｄ

機能Ｃ



UPDATE
第1部
実践編

Ⅰ 　　　　　　事例紹介  為田裕行

 1 ICTの日常的な活用 ◎仙台市立広瀬中学校「社会」

 2 学びの個別最適化 ◎袋井市立三川小学校「算数」

 3 環境整備と日常的な活用 ◎小金井市立前原小学校「朝ノート」

 4 プログラミング  ◎さとえ学園小学校「プログラミング」

 5 情報活用能力１
                          ◎京都教育大学附属桃山小学校「メディア・コミュニケーション科」
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 　　　　　　　文中の先生方の所属などは、取材当時のものです。

Ⅱ　　実践のポイント：これからの授業づくり 稲垣 忠

 1 育てたい力のアップデート

 2 学び方のアップデート

 3 学習環境のアップデート

 4 情報時代の学校に向けて



16

ICTの日常的な活用1
仙台市立広瀬中学校「社会」

　学校に ICT が入ることによって、まず大きく変わるのは日々の授業です。
授業で一人 1 台の ICT が整備されたとき、どのような授業が可能になるの
か、生徒の学び方はどう変わるのか。2020 年 2 月 21 日に、仙台市立広瀬
中学校を訪問し、齋藤純 先生が担当する 3 年生の社会科の授業を見学さ
せていただきました。

⦿一人1台のタブレットは、思考と表現のツールになる
　見学した今回の授業では、ロイ
ロノート・スクール 1 を使って、
歴史をこれから学ぶ後輩たちに残
すスライドを作るために、「江戸
時代と明治時代を大観させるため
に必要な要素は何か」を説明する
スライドを 2 人組になって作成す
る課題に取り組んでいました。生
徒たちは、江戸時代を担当するペ
アと明治時代を担当するペアを組
み合わせて 4 人グループになっ
て、最初にそれぞれが発表を行い、
その後でお互いの発表の改善案を
考えて発表し合いました。
　一人 1 台持っている iPad は発

授業内容を最初に紹介する

iPad を使ってスライドを発表する

1 　ロイロノート・スクールは、株式会社 LoiLo が提供している、クラウド授業支援アプリ。
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実
践
編
・
事
例
紹
介

表ツールとして使い、ロイロ
ノート・スクールで作成した
スライドをグループ内で発表
していました。iPad にスライ
ドを表示して、それを示しな
がらプレゼンテーションを行
います。全体に対するプレゼ
ンテーションだけでなく、こ
うしてグループ内でもプレゼ
ンテーションを行うことで、
一 人 ひ と り が プ レ ゼ ン テ ー
ションをする機会を増やすこ
とができます。
　ロイロノート・スクールは、
スライドを作成するためだけ
でなく、どのようなことがで
きていればいいのかという評
価基準を示すルーブリックを
共有することにも使われてい
ました。今回の授業のスライドは、この共有されているルーブリックと照
らし合わせて「思考」と「表現」の 2 つの座標軸を使って評価をしていま
した。
 　生徒たちは、ルーブリックを見ながら、クラゲチャートに相手の発表
をより良くするための改善案を 5 つ考えて書き込んでいきます。発表した
スライドをお互いにロイロノート・スクールを使って送り合っているので、
スライドを見直しながら改善点を話し合います。こうして作成したスライ
ドを簡単に送り合い、何度も資料を見ながら評価し、改善点を考えること
ができるのも、一人 1 台の ICT があるからこそです。

「思考」と「表現」の 2 軸で評価する

iPad とワークシートを使って話し合い
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⦿ICTが入ることで、教科
書をより読むようにする

　「スライドをもっとこうした
方がいい」という改善案を練る
ときには、相手のペアの担当し
ている教科書の箇所を読み込む
作業が生まれます。齋藤先生
は、「教科書はいつもはあまり
見ないが、こういう枠組みがあると教科書を読まざるを得ない」と、教科
書を読まざるを得ない状況ができるように意図して課題を作っているそう
です。

⦿ ICT でできた時間に先生がすべきこと
　齋藤先生は、各グループの様子をどんどん見て回りながら、アドバイス
をしたり、質問を投げかけたりしていきます。「江戸時代と明治時代を大
観させるために必要な要素は何か」を考えてもらうために、齋藤先生は生
徒たちに、「“ 大観させる ” のが目標だから、そのためにどうすればいいか
を考える」「相手に改善案を伝えるためには、根拠も合わせて伝える」「こ
の人物・絵・出来事を入れたほうがいい、というように必ず “ 具体 ” を入
れる」と言います。
　「鎖国を入れたほうがいいと思う」と言う生徒に、齋藤先生は「なぜ鎖
国を入れたほうがいいの？」と質問します。生徒は、「江戸時代と言えば
鎖国でしょ？」と返しますが、さらに齋藤先生は「なんで？」と問い、生
徒は「鎖国したから日本独自の発展が…」と、その言葉を入れたほうがい
いという根拠にたどりつきました。
 　授業の最後に、グループ内でそれぞれのペアが考えた改善案を発表し
てから、ロイロノート・スクールで改善案が書かれたクラゲチャートを送
り合って共有しました。次回の授業では、クラゲチャートに書かれた改善

iPad と合わせて教科書を読む機会も増やす
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⦿学習形態とテクノロジーの役割
　一人で学ぶ、グループで話し合う、クラス全体で交流する。普段の授業
にはさまざまな学習形態が組み合わさっています。一人 1 台環境が実現し
たときにどのような学び方が行われるのかを整理した表が 2013 年に文部
科学省「学びのイノベーション」事業の成果としてまとめられています（表
１）。一⻫学習、個別学習、協働学習の３つの形態それぞれで一人 1 台を
どう活用するか 10 の分類が示されています。YouTube チャンネルでは分
類ごとに実際の授業場面の映像を見ることもできます。

 

⦿学びのプロセスを描く
　一人 1 台の学習場面をただ並べるだけで授業が成立することはありませ
ん。育てたい力（学習目標）に対して、そこにたどり着くまでの単元のプ
ロセス（道のり）を描き、学習場面を位置付けていきます。表１の分類を
もとに実践事例報告①齊藤先生の社会科の実践を見てみましょう。
　歴史の学習のふりかえりとして、江戸時代と明治時代を大観する要素を

表１　一人 1 台環境の学習活動分類（文部科学省 2014）

学び方のアップデート
ポ
イ
ン
ト
2

これからの授業づくり
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実
践
編
・
ポ
イ
ン
ト

見つけ出すのが課題です。これまでの学習内容を思い出しつつ、教科書、
資料集、ウェブサイトから情報を集めます（B2：調査活動）。江戸と明治
でそれぞれペアをつくって情報を整理しながらプレゼンテーションを制作
し（C ２：意見整理、C3：協働制作）、グループで発表、アドバイスしあ
います（C1：発表や話し合い）。一人 1 台の活用場面だけでも個別と協働
が組み合わさっていますが、実際には教科書や資料集、ルーブリックなど
の紙資料も使います。大きな課題に対して情報を集め、整理・分析し、ま
とめるまでの探究のプロセスを想定し、学習形態をイメージして展開を検
討します。生徒たちは何度もこの流れで学び、その都度、一人 1 台を活用
しているので、収集や共有の道具として生徒たちは自然に活用しています。

⦿個別最適化を組み合わせる
　一人 1 台環境は、個に応じた学びの実現にも役立ちます。AI 技術等を
取り入れたドリル教材が急速に発展しています。適応学習（アダプティブ
ラーニング）とも呼ばれ、自動で採点するだけでなく、子どものつまずき
を解析し、最適な問題を出題することもできます。実践事例報告②大堂先
生の実践では「円と多角形」の学習に適応学習教材を組み合わせました。
　単元の導入でレディネステストを適応学習教材で行い、その結果をもと
に４グループの習熟度別にします。習熟度に応じて教師の関与と児童が自
律的に学ぶ割合を違えることで、教師の指導リソースを低位群の習得に集
中させています（B1：個に応じた学習）。標準的な時数から１時間短縮し
た分は発展的な課題を出題し、解き方を伝え合う（C １：発表や話し合い）
場面では授業支援ツールが活用されました。
　一人１台の端末により、関心に応じて資料を集めたり、自分のペースで
学習したりする時間が増えます。協働が深まる多様な情報の組み合わせや、
習得したことを活用できる課題を設定するためにも、１時間の授業展開か
ら単元を通した単元設計へとデザインの視点をアップデートしましょう。
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環境整備の必要性1
学校をアップデートするために必要な ICT 環境

　文部科学省は平成 29 年に各都道府県教育委員会及び各指定都市教育委
員会に「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（平成 28
年度）〔速報値〕及び平成 30 年度以降の学校における ICT 環境の整備方
針について」という通知を出しました。この通知の特筆すべき点は、標題
の後半部分である「平成 30 年度以降の学校における ICT 環境の整備方針」
にありました。この時点で令和 2 年度から小学校で新学習指導要領が完全
実施されること、情報活用能力は言語能力や問題解決能力等と同じ「学習
の基盤となる資質・能力」であるとされること、小学校でのプログラミン
グ教育が必修化されることなどは決まっていました。そこで国は事態解決
に向けて「教育の ICT 化に向けた環境整備 5 か年計画」を策定しました。
平成 30 年度から令和４年度の５年間、毎年単年度で 1,805 億円を地方財
政措置するもので、市町村の教育 ICT 環境の整備は加速するはずでした。

教育の ICT 化に向けた環境整備 5 か年計画
https://www.mext.go.jp/content/20200219-mxt_jogai02-000003278_405.pdf　より

〈  Ⅰ 環境整備 〉
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　ところが、この 5 か年計画が進行しても学校の ICT 環境整備の地域差は
なかなか埋まらない状況が続いています。国は 5 か年計画の地方財政措置
は計画通り進めつつ、あらたに補助金を交付して、一気に一人 1 台端末と
通信ネットワーク、クラウド環境の整備に乗り出しました。いわゆる「GIGA
スクール構想」です。国はこれで整備される学校 ICT 環境を「令和のスタ
ンダード」と位置付け「全ての子ども一人ひとりに最もふさわしい教育を」
めざすこととしています。
　一人 1 台の端末と必要十分な通信ネットワーク等がクラウド・バイ・デ
フォルト（p.86 参照）で整備された学校。これまでの学校は、多少の世代
差があってもイメージを共有できる、ある意味で懐かしい場所でした。し
かし今、多くの大人たちが経験したことがない環境の中で、新しい学校教
育が始まろうとしています。

　前章では最新の教育 ICT 活用実践事例を紹介しました。こうした学校は、
具体的にはどのような ICT 環境が整備されているのでしょうか。また、ど
のような ICT 環境が、子どもたち一人ひとりが確かな学びを深めるために
必要となるのでしょうか。本章では、教室や職員室に求められる ICT 機器
やシステム等のいくつかについて考えてみます。

「一人 1 台端末・高速通信環境」がもたらす学びの変容のイメージ
https://www.mext.go.jp/content/20200219-mxt_syoto01-000003278_501.pdf  p.3 より
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授業用端末2
先生が使って豊かな学びを創る

 「わかる授業」を実現するために

　授業用端末は「教室などで先生
が授業中に使う道具」です。大型
提示装置を外部モニターとして繋
いで、写真や動画などのコンテン
ツを大きく提示することで、これ
まで以上に子どもたちの興味・関
心を引き出したり、短時間で課題
把握できるようにしたりします。
　この活用方法は既に先生方にとって最も身近なものなので、授業用端末
と大型提示装置のセット整備は今後も欠かせません。加えて、授業用端末
は児童生徒用端末とも繋がる必要があります。課題などを配布・回収した
り、リアルタイムで児童生徒用端末の画面をモニタリングしたりしながら
授業展開を効率化し、子どもたちが議論したり表現したりする時間を保証
するのに活用します。

 より使いやすい授業用端末とは

　これからの授業用端末はタブレット型が多くなりそうです。ノート型以
上にコンパクトで持ち歩きやすく、写真の拡大縮小やマーキング、文字の
書き込みは指やスタイラスペンで直感的に操作できるので、黒板前に立っ
た姿勢のままでも授業の妨げになりません。

回収したワークシートを大きく映す

〈  Ⅰ 環境整備 〉
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 周辺環境も整えよう 

◎大型提示装置と接続する方法を検討する。
　授業用端末の活用シーンで最も多いのは一⻫学習での教材提示です。大
型提示装置と接続する際には VGA や HDMI のケーブルを利用します。授
業用端末がタブレット型になると、HDMI ワイヤレス接続が便利です。タ
ブレット型の携帯性を損なわず、机間指導中に教室のどこからでも教材提
示できるようになります。この環境であれば児童生徒用端末の画面や音声
もワイヤレスで接続できるので、大型提示装置の活用の幅が広がることに
も繋がります。ただし規格が複数あるので、教師用端末と児童生徒用端末
で OS が違っている場合などは、注意が必要です。
◎コンテンツや授業支援システムを同時に整備する。
 　一⻫指導で最も活用するコンテンツは指導者用デジタル教科書です。
高速通信ネットワーク環境の元では、サーバー配信型を選ぶと管理が楽で、
導入時の作業の手間も省けます。
　一人１台の児童生徒用端末との
連携から授業支援システムの整備
も必要です。画面共有や協働学習
機能が充実したものを選ぶことが
大切です。個別のインストールが
不要な WEB ベースで利用でき、教
師用アカウントでログインするこ
とで教材の配布や回収、モニタリングできる製品が多く登場
しています。
◎タブレット型は取り回しにも気を配る。
　授業端末がタブレット型の場合、常に手に持って授業することが想定さ
れます。片手で固定できるようにハンドホルダーを整備すると落とす心配
が格段に少なくなるので、先生方のストレスを回避できます。

授業支援システムの例　schoolTakt
https://schooltakt.com/
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児童生徒用端末3
子どもたちが使って豊かに学習する

 主体的・対話的に学ぶために

　子どもたちが一人１台の端末を文房具のように使うようになると、これ
までとは違う学び方ができるようになります。自分のノートや作品をカメ
ラで撮影して保存しておくことで、いつでも振り返ることができるように
なります。それを先生や友だちと共有することで、ブラッシュアップのヒ
ントを交換し合うこともできるようになります。ドリル学習をすれば、自
動採点の結果に応じて関連する問題が出題されることで苦手分野を段階的
に学べるようになります。こうした学びの環境に十分に対応できる児童生
徒用端末の整備が求められています。

 標準仕様とは

　国では、一人１台時代の児童生徒用端末のスペック例を「標準仕様書」
として示しています。OS ごとに具体的に示されていますが、大枠では以
下のような内容です。

ストレージ
メモリ
画面
無線
LTE 通信
キーボード
カメラ機能
音声接続端子
外部接続端子
バッテリ
重さ

32GB 以上（OS によっては 64GB 以上）
４GB 以上（OS によっては記載なし）
９～ 14 インチ　タッチパネル対応
IEEE 802.11 a/b/g/n/ac 以上
内蔵または外付け（検討の上、削除も可）
Bluetooth 接続でない日本語 JIS キーボード（場合により US も可）
インカメラ・アウトカメラ（運用によっては片側でも可）
マイク・ヘッドフォン端子× 1 以上（OS によってはアダプタも可）
USB3.0 以上×１以上（OS によっては相当のもの）
８時間以上（OS によっては記載なし）
1.5Kg 未満

https://www.mext.go.jp/content/20200303-mxt_jogai02-000003278_407.pdf をもとに筆者作成

〈  Ⅰ 環境整備 〉
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 教室での利用をイメージしよう

◎ハイスペックである必要はない。
　大型提示装置や高速通信ネットワーク環境が整っていれば、マシンス
ペック以上に「取り回しがしやすい」「使わないときには一時的に机の中
にしまっておける」「数秒で使える状態になる」「落としても壊れにくい」
などに配慮することが大切です。家庭や校外への持ち運びを考えると、専
用バックやランドセルにしまうことを想定したクッションケース、防塵・
防水カバーなども一緒に整備するとよいでしょう。
◎スタイラスペンがあると活動の幅が広がる
　小学校低学年ではペンで絵や文字をかく機会が多いことが予想されま
す。標準仕様書にはスタイラスペンについて言及されていませんがぜひ整
備したいところです。スタイラスペンはタッチパネルの方式によって対応
する種類が違ってきます。パームリジェクション（タッチパネル上に手の
ひらをついても、ペン先しか反応しないようにする機能）が作動するのか、
ペン先と描線にずれや遅延がないかを確認するのは書き味の点で重要で
す。電池式なのか充電式なのか電源不要なのかといったことにも配慮が必
要です。
◎小学校中学年以上にはキーボードを
　小学校低学年のうちからタイピングに慣れておくことは大事ですが、中
学年以上は必須です。標準仕様書推奨の有線接続の場合、ケーブルが垂れ
下がらないように適切な長さで括る、ケーブルの根元で断線しないように
補強するなど細やかな配慮が必要です。授業中に児童生徒用端末とキー
ボードを机に出すと、天板の広さの半分は占有されます。現在の児童用机
は旧 JIS 規格に準拠した幅 65cm 奥行 45cm 程度が一般的かと思われます
が、今後の買い換えなどではより広い天板の机（新 JIS 規格）を取り入れ
ていくことも視野に入れておくと良いと思います。先進校では天板だけを
より広いものに付け替えている事例もあります。
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体制整備の必要性1
学校体制を整える

　全ての教室に高速通信ネットワークや授業用端末、周辺機器が配置され、
子どもたち一人 1 台環境が整った「アップデートされた学校」。それを見
据えて、国は令和元年 12 月に「教育の情報化に関する手引」をリニュー
アルしました。平成 22 年以来のことで、今回は「情報活用能力」が学習
の基盤となる資質・能力と位置付けられたことを受けて、内容を全面的に
改訂・充実するとともに「プログラミング教育」「デジタル教科書」「遠隔
教育」「先端技術」「健康面への配慮」などの新規事項も追加されています。
まさに「学校の情報化のバイブル」と言えます。

教育の情報化に関する手引の概要
https://www.mext.go.jp/content/20191219-mxt_jogai01-000003284_001.pdf

〈  Ⅱ 体制整備 〉
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　また、小中高の各段階の教科等における ICT 活用の具体例を掲載するな
ど、学校・教育委員会が実際に取組を行う際の参考となるよう作成されて
います。今後はさらなる「令和の教育改革」に即して図版などを追補した
バージョンの公開も予定されています。
　「教育の情報化に関する手引」は、時代の要請や学習指導要領の内容、
アクティブ・ラーニング、カリキュラム・マネジメント、指導力向上、校
務の効率化、環境整備、学校組織と、学校教育全般について言及しています。
このことは、ICT が学校の教育活動にとって必要不可欠なものになってい
るということを意味しています。授業用端末や児童生徒用端末などは、黒
板やチョーク、ノートや鉛筆、教科書などと同じ、授業や学習の道具であ
り文房具である、ということです。とはいえ、教育 ICT 環境が整えば、自
然と先生方の授業が豊かになったり子どもたちの学びが充実したりする訳
ではありません。主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と連動
する必要があります。そのためには、学校管理職にはこれまでの学校組織
や経営体制を教育の情報化に照らして点検する機会を持ち、必要な人員を
配置したり育成したりすることが求められます。先生方にはカリキュラム・
マネジメントを推し進め、子どもたちの情報活用能力や言語能力、問題発
見・解決能力を高めていく教育課程を編成し実践することが求められます。
同時に研修についても、先生方がこれまで培ってきた授業力に ICT 活用指
導力が染み入っていくようなものに見直していくことが必要になります。
これまでの組織体制や研修の捉え直しが求められています。
　およそ 10 年ぶりに学習指導要領と教育の情報化の手引が改訂され、ほ
ぼ同時に教育 ICT 環境が整備されるこのタイミングは、ICT 活用の視点を
持って学校そのものを捉え直したり、学校内外での研修の在り方を制度的
にも見直そうとしたり、校内研究を組み立て直してみたりするといった、
学校をアップデートする絶好のチャンスです。本章では校内体制の整備や
研修、それに伴う先生方の働き方改革について考えてみます。



98

2
リーダーシップと情報化ビジョンの共有

 学校CIO（Chief Information Officer）とは

　学校の設置者である都道府県や市町村などは、その責任において学校情
報化推進計画を定めることが努力義務とされています。「教育の情報化に
関する手引（令和 2 年 12 月）」の第 8 章 1 節では「学校の ICT 化のビジョ
ンを構築し，それに必要なマネジメントや評価の体制を整備しながら，統
括的な責任をもって地域における学校の ICT 化を推進する人材として，教
育の情報化の統括責任者である「教育 CIO」を教育委員会に配置すること
が求められる」と述べています。また「実際に統括的な責任をもって学校
の ICT 化を進めるのは，「学校 CIO」としての管理職である。また，実際
に学校現場を動かすのは管理職であり，特に校長である」としています。
　学校 CIO は学校教育の情報化の責任者として環境警備や情報教育の充
実、校務の情報化などを推進しなければなりません。

 学校の情報化ビジョンを作成し公開しよう

　国は平成 23 年に「教育の情報化ビジョン」を公表しました。その中で
教育の情報化の役割として「子どもたちの学習や生活の主要な場である学
校において、教育の情報化を推進し、教員がその役割を十分に果たした上
で、情報通信技術を活用し、その特長を生かすことによって、一⻫指導に
よる学び（一⻫学習）に加え、子どもたち一人ひとりの能力や特性に応じ
た学び（個別学習）、子どもたち同士が教え合い学び合う協働的な学び（協
働学習）を推進していくことができる」とし、教育の質の向上を目指して、
子どもたちの情報活用能力の育成、情報通信技術を効果的に活用したわか
りやすく深まる授業の実現、校務の情報化などを推進するとしました。

学校CIO
〈  Ⅱ 体制整備 〉
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　学校 CIO は国のビジョンや設置者の情報化推進計画を元に学校の情報
化推進について計画し、全教職員の共通理解を図ることが重要です。例え
ば、教育の情報化ビジョンのパンフレットを参考に「学校の情報化ビジョ
ンリーフレット」を作成することが考えられます。学校 CIO が骨子を、教
務主任や研究主任らが活用シーンごとの具体を担当するなど工夫すると、
作成過程そのものを共通理解の機会にすることができます。完成したリー
フレットは校内に掲示するとともに、学校要覧に挟み込んで入学説明会や
PTA 総会、学校評議員会等で説明、配布することが考えられます。教育委
員会は各学校のリーフレットを集めて web ページに掲載すれば、情報化
推進計画の本文を読まなくても、その地域の子どもたちがどのような環境
で学んでいるのかわかるようになります。教育委員会、学校、家庭、地域
が同じ方向を向いて教育の情報化を進めていくことが大切です。

教育の情報化ビジョン パンフレット
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/
afieldfile/2017/06/26/1305484_9.pdf
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3
役割の相互理解と育成

 学校の情報化担当教員（校内研修リーダー）とは

　平成 26 年に国は「ICT を活用した教育
の推進に資する実証事業」を委託して教
員の ICT 活用指導力向上方法の開発を行
いました。その成果として「校内研修リー
ダー養成のための研修の手引」が公表さ
れました。ここでいう校内研修リーダー
とは、県や市町村の学校管理規則に規定
された研究主任や研修主任ではなく、校
務分掌によって配置された学校の情報化
を推進する担当教員を指します。国や県
が実施するリーダー研修や指導者養成研
修を受講し、そのカリキュラムや学んだ
内容をもとに、研究主任らと協働して先
生方の ICT 活用指導力向上を図るための
研修を実施・充実させることが主な役割
です。
　各校の校務分掌には情報教育主任などが割り当てられていると思います
が、その先生方には校内研修リーダーとしての役割を担うことが期待され
ています。

 情報化担当教員を育てよう

　教育 CIO には校内研修リーダーとして活躍できる人材を意図的に育成

情報化担当教員

校内研修リーダー養成
のための研修手引き
https://www.mext.go.
jp/component/a_menu
/e d u c a t i o n / m i c r o _
detail/__icsFiles/afieldfile/2018/08/10/
wg3tebiki.pdf

〈  Ⅱ 体制整備 〉
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し、情報化担当教員として学校に配置していくことが求められます。各都
道府県の教育センターで実施される情報教育研修に積極的に参加すること
を呼び掛けたり、長期研修員として現場を離れて専門的な研修を深める機
会を与えたりすることが大切です。独立行政法人教職員支援機構では、喫
緊の教育課題に対応する指導者養成研修として「学校教育の情報化指導者
養成研修」を実施しています。全国から毎年 100 名程度の先生方や指導主
事、学校管理職等が派遣され、知識だけでなく研修のマネジメントについ
ても学んでいます。各都道府県にはこの指導者養成研修を修了した先生方
が必ずいるはずです。教育 CIO が市町村の情報教育担当者会などに講師と
して招くことで、地域の学校の情報化担当教員の研修を充実させ、自身の
資質向上へのモチベーションを高めることができます。
　情報化担当教員の育成には、機会の提供ばかりでなく校内研修実施に対
する具体的なサポートが必要です。独立行政法人教職員支援機構ではオン
ライン講座として動画配信を
しています。校内研修シリー
ズは、60 分間の校内研修での
活用を想定した 20 分ほど講義
動画です。校内研修のはじめ
に視聴し、それを踏まえた演
習や発表をするという流れを
示しています。その No37 は
学 校 教 育 の 情 報 化 が、No45
はネットいじめの未然防止及
び解決に向けた指導と対応が
テーマです。こうした情報を
各学校の情報化担当教員に提供することも大切です。

校内研修シリーズ　学校教育の情報化
https://www.nits.go.jp/materials/
intramural/037.html




